






要約:変異の危険性の高い物質でも暴露される機会が少なければ「ヒト集団の遺伝子プー

ル」に対する障害は少なく、危険性が比較的低い物質でもその機会が多いと障害は多いと

考えられる。食品添加物中の合成化学物質について、「変異原性の評価点」と「需要量(投

与量)の評価点」を掛け合わせ(積)それを「変異の危険度」と評価した。危険と考えられる

物質は、エリソルビン酸、黄色 4号、黄色 5号、赤色 102 号、赤色 3号、プロピレングリ

コール、青色 1号、赤色 106号、赤色 2色、緑色 3号、ソルビン酸カリウム、安息香酸ナ

トリウム、デヒドロ酢酸ナトリウム、リボフラビン、ショ糖脂肪酸エステル、安息香酸、

プロピオン酸カルシウム、ビタミン Aの 18 品目が浮かび上がった。これらの物質に対し法

律を改正するなどして、総量規制をする必要があると考えた。 


